
～ 12 時

地域連携推進会議
管理者

会議主催部署 Sa. おいでや内子 進 行 前 重 智 里

土井施設長、 グループホームご利用者Ｎ 様、 ご家族Ｔ 様
内子町障害福祉課Ｉ 様、 大洲市障害福祉課Ｔ 様、 地域関係者Ｓ 様
前重主任、 サビ管松本、 職員土井

会
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記 録 松 本 翔 太

開催日 令和7年06月16日 開催場所 Sa. おいでや内子 開催時間 10 時

議題を進める前に、 地域連携推進会議を開催するにあたっ ての趣旨・ 目的について説明する。

1 出席者紹介
議

題

2 施設見学

3 非常災害時の取り 組みについて

4

趣

旨

グループホームの在り 方・ 地域情報の共有

5 質疑応答、 その他

1・ 出席者紹介・ ・ ・ 出席者の方一人ひと り 自己紹介をし た後、 ご挨拶をいただく
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土井施設長、 グループホームご利用者Ｎ 様、 ご家族Ｔ 様　

内子町障害福祉課Ｉ 様、 大洲市障害福祉課Ｔ 様、 地域関係者Ｓ 様

前重主任、 サビ管松本、 職員土井

2・ 施設見学

大洲グループホーム、 長浜グループホーム、 今後建設予定地グループホームを見学

3・ 非常災害時の取り 組みについて

グループホームでは現在、 半年に一回の頻度で、 非常災害時に備えて訓練を行っ ている。

避難場所や避難経路の安全性の確認の為、 実際に避難所まで職員と 一緒に歩いてみたり

電気・ ガス・ 水道などラ イ フ ラ イ ンが止まっ た場合の訓練と し て、 非常食を利用し てみたり など

今後も いろ いろ な視点から 課題を確認し 、 地域の皆様と も 助け合いが出来るよう な関り も 取り 入れたい

と 思っ ている。

実際に災害が起こ る前の対策と し て、 タ ンスや食器棚等の大き な家具にはスト ッ パーやベルト 固定

利用者の方一人一人に合わせた、 非常袋の確認なども 定期的に行っ ている。

・ グループホームご利用者N様

今回の訓練をし てみて、 災害についての情報を意識的に考えるよう になり まし た。

実際に訓練し てみて、 歩いての避難場所までは距離があり まし た。
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4・ グループホームの在り 方・ 地域情報の共有

利用状況　 　 6/16　 現在

大洲グループホーム： 12名

（ 男性・ 10名　 女性・ ２ 名） 　 区分2： ７ 名　 　 　 区分3： 5名

長浜グループホーム： ７ 名　 　

（ 男性・ ５ 名　 女性・ ２ 名） 　 区分２ ： ５ 名　 　 　 区分3： １ 名　 　 区分4： 1名

・ 地域関係者S様

地域の中では、 グループホームに入ら ず、 親が付き 添いで見ている家庭がある。

その理由と し て、 「 グループホーム」 と いう 選択肢を知ら ないこ と が多く 、 今後は情報発信にも

力を入れた取り 組みを期待し たい。

・ 内子町障害福祉課I 様

障害福祉サービスについて、 実際のと こ ろ 認知度は低く 、 広報誌や勉強会の案内など

より 多く の人の目に触れるよう 情報発信を行っ ている。

・ 大洲市障害福祉課T様

今のと こ ろ 、 「 今後グループホームを利用し たい。 」 と の相談が２ 件ほど来ており

その方にあっ たグループホーム等のサービスに繋げら れるよう 検討を行っ ている。

5・ 質疑応答、 その他

・ ご家族T様

休日は部屋で過ごす時間が多かっ たが、 イ ベント 情報の提供と 参加協力をし ていただいたおかげで

充実し た時間を過ごせていると 思う 。 特に５ 月にあっ た障がい者のスポーツ大会が楽し かっ たよう で

「 また行き たい。 」 と 話し ている。 あり がと う ございます。

・ 土井施設長

今後も 地域と の連携を深めるために、 引き 続き 意見交換を行っ ていき

人と 人と の、 より よい居場所つく り に向けた取り 組みを今後も 行う ために協力をお願いし ます。
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